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創立100周年に向けて
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立川　談慶：；；諾≡書芸墓≡…≡裟部卒業
同　年　株式会社ワコール入手土

1991年　同社を退社　立川談志に入門　前座名　立川ワコール

2000年　二つ目昇進「立川談慶」命名

2005年　裏打ち昇進

【現在の主な活動】

上野広小路焉語会、JAL名人会、国立競技場独演会、立川流日暮里寄席、

立川流広小箱寄席、霞ヶ関話語会他、新津新闇他のコラム担当

【主な著書】
「大事なことはすへて立川談志に教わった」

「談慶の意見た絵手紙集」等

【趣味】絵手紙、ボディヒル

【特技】かつほれ、雪駄タッフ

昨年まて本校を卒業された著名人を中心に公演を依頼してきまし

たか、本年は気軽に総会へ参加して載き、百周年に向けて一層の盛り

上かりを図りたいとのことから、上田市出身て中央において広く活躍

されている立川談慶師匠をお招きし、楽しいひとときを共に過こした

いと思います　大勢のこ参加をお待ちしています

一・平成26年9月6日（土）

一　ききや莞監禁欝15‾12
・演題：F笑いと人生』

講師：立川談慶師匠（立川ト一門真打ち）
・午後1時よリ　　　　　　　　　2時から3時
‾・∧　午後3時から40分間予定

本校吹奏楽班演奏会を3時50分から40分間予定

午後4時40分頃からの予定

諏訪ひろみ歌謡ショー、カラオケ大会他
3．000円（受付にて）　　　　　8月28日（木）

一一一．‘同窓会事稀局へハガキ又はFAXでお申し込みください。

〒386－8585上田市中之条626

上田千曲高等学校内同窓会事務局（清水又は渡辺）

同窓会　TEL／FAX0268－26－2898

学校代表　TEL026872277070　FAX026872375370
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100周年のあゆみ

大正6年4月　町立】二円女子実業補習学校として日一日女f・尋常高

等小学校（硯上1二川立清明′ト学校地）に併設され

る（本科・研究科を設間）

大正9年4月　長野県1二田実科．鳥等女学校と改称

（本科・補習科を設問）

昭和17年4月　上しIj市立商工学校設立

長野県上田市立商工学校が設隈され上田市立束国

民学校跡に設問される（商業科・建築科を設閏）

昭和18年4月　槻械科を設問

昭和22年6月　旧熊谷飛行学校上田分校跡に移転

昭和23年4月　長野県上田市立高等学校を設立こ学削政市に伴い、

長野県上田市立高等女学校と長野県上凹商工学校

（市立）を合併昇格．

位跡は、旧熊谷飛行学校上田分校跡とする（建築・

機械・商業・家庭・普通の五学科）

昭和24年4月　長野県上田千曲高等学校と改称（県立移管）

昭和25年3月　普通科髄止

昭和31年11月　創立40周年記念式典を挙行

昭和33年4月　屯気相を設問

昭和36年4月　定時制機械科を設置

昭和37年4月　家庭科を家政科と改める

昭和54年11月　創局鳩0周年、新校舎落成記念式典を挙行

昭和60年4月　機械科を一学級として電子機械科を設置

平成9年4月　家政科の学級改編に伴い、食物栄養科・生活福祉

科を設置

平成9年10月　創立80周年記念式典を挙行

平成19年10月　創立90周年記念式典を挙行

平成18年　航空写真

同窓会
協力金の御礼

上田実科高等女学校　正門

．堅蓋’一一二＿「

昭和24～51年　旧正門

芦i料．一」
を

旧機械科校舎と実習室

旧職員の先生方、同窓生の皆様には、

昨年度も同窓会活動のために協力金を賜り厚く御礼申し上げます。
年度内で900名の方々より、1．940．000円のご協力を頂きましたこと、

この場をお借りして改めて深謝かたがたご報告申し上げます。
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上田千曲鵡校は平成29年に創立100周年を迎えます。

「この節Hの周年行事にふさわしい記念事業を」と同窓

会・学校・PTAで検討した結果、次のような記念事業を

行うことに決定しました。

・生徒全員に還元できる事項

・卒業生および在校生にいつも関心を持ってもらえる事項

・地域の方々への貢献できる事項

●学習環境整備（扇風機の設置）
・教室・特別教室・専門棟の座学教室が対象

・HR教室に4基を基本とし、天井に設置

・扇風機の設置は、60教室・298基を予定

●太陽光発毛システム
・設置は本校南校舎屋根へ設置（約50kW）

・発電した電力を売電する方法（全量売電方式）

・売電した基金を学習環境整備の維持費および同窓会活動に活用

●桐葉館卓球場の床張り替え
・現在の床を撤去し、土間コンクリートを打ち床を張り替える

（床面積は218．61ポ（66坪）です）

●継続的なもの
・教育基金の設立

・プレ記念事業（生徒への講演会、音楽会、展覧会の実施）

・部活動の活性化のため、記念大会（試合）の開催

・生徒会等への意識付けとして、100周年のロコマークの募集

●その他
・記念誌の発行・名簿の発行・記念式典の挙行

設置された

太陽光発電パネル

発電状況を生徒へ

（モニター）

＝同窓会と太陽光発電＝

「同窓会が発電所をもつ」ことが創立100周年記念事業の一環て実現します．「事業の一環とし、在校生か夏の暑さを凌けるよう

に教室へ扇風機等を整備することになりました－．その折、電気代は太陽光発電ての声か50kVV級発電所の設置となりました　日

本は太陽電池開発では世界一でも、その活用では後れをとっています】しかし、311以後、原発にたよる日本の発電政策か見直

され、自然エネルギー活用体制が整い、私共も結果的にその政策に参画することになりましたコ　この事業の実現はそう容易ては

ありません。パネル設置に広い敷地を要しますか、幸いにも県から校舎屋根の利用が認められたものの、同窓会の様な人格な

き社団でも売電の収益は課税対象となり申請を要します「これから20年間、売電収益は予算を潤して会の活性化に役立ちます．

この発電所の試みは、生徒達の環境教育や地域産業育成にも貢献てきるものと期待されます＿

㊥
UEDACHIKUMA

創立100周年ロゴマーク
創立100周年を迎えるにあたり、平成25年の同窓会矧こ「ロゴマーク募集！」を掲載しました

また、学校においても全生徒へ呼びかけました

その結果、同窓生から10点、生徒から40点の応募かありました：役員会で選考した結果、次のよう

に決定しました。

★優秀作品（採用）三戸都議吉さん（昭36・機械科）
・大樹と果実、そして千曲川と大空、星を表現します

・8つの実と星は、全日制7学科と定時制1学科を表します

・100周年を迎え、これからも未来を見つめ、未来に向かって協調発展する姿を表現しています
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回国日田田　　　　「高校時代の思い出」
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私
は
昭
和
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小
学
校
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マ
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モ
の
水
く
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先
生
の
指
．
小
で
、
重
大
な
放
送
が
あ

る
と
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直
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へ
集
め
ら
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、
ラ
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入
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し
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多
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良
く
聞
き
と
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な
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っ
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皇
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本
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決
戦
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玉
砕
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国
運
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収
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仕
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特
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収
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叩
が
絶
え
た
で
あ
ろ
う
先
非
透
を
想
う
と
、
改
め
て
御
霊
の

冥
福
を
祈
ら
ず
に
は
お
れ
な
い
▲

し
か
し
敗
戦
に
よ
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L
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よ
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。
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…
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ぶ
さ
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半
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よ
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教
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、
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し
た
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わ
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て
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、
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急
変
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ば
か
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た
「
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昭
和
2
3
年
、
上
田
か
女
商
干
学
校
と
h
l
U
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立
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等
女
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が
合
併
し
、
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制
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高
等
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同
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叩
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熊
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机
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れ
が
運
ぶ
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
、
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
　
教
室
も
碑
が
使

用
し
て
い
た
も
の
を
一
部
改
修
し
た
り
、
飛
行
機
が
入
っ
て
い
た

人
格
納
柾
を
講
党
に
す
る
な
ど
、
粗
製
乱
造
も
い
い
と
こ
ろ
r
　
授

業
も
機
械
・
建
築
科
共
に
半
数
ほ
ど
が
旧
制
で
卒
業
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、
一
般
教
科
は
合
同
で
行
う
な
ど
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
■

校
地
は
、
飛
行
機
で
あ
っ
た
だ
け
に
広
々
と
し
て
い
た
が
、
な

に
せ
滑
走
路
を
な
ん
と
か
す
る
た
め
、
体
育
の
時
間
な
と
は
ガ
レ

キ
処
理
に
も
多
く
使
わ
れ
た
．
ま
た
、
飛
行
機
が
と
ぶ
の
に
利
便

な
凪
に
も
悩
ま
さ
れ
た
。
植
廟
に
も
力
を
入
れ
、
桐
な
ど
周
辺
に

植
え
た
が
も
の
に
な
ら
ず
、
ス
リ
コ
ギ
に
し
た
い
と
い
う
笑
え
な

い
逸
話
も
残
っ
て
い
る

県
h
り
．
移
管
に
と
も
な
い
校
名
も
決
め
な
け
れ
ば
と
、
生
徒
か
ら

も
募
渠
し
た
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
■
　
現
在
の
「
千
曲
」
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
が
、
圧
ハ
田
の
屈
城
跡
地
と
し
て
「
尼
ケ
淵
」
高
校
に
し

た
ら
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
も
付
記
し
た
い

あ
れ
か
ら
約
7
0
年
の
歳
月
が
流
れ
た

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
高
校
と
し
て
の
は
校
が
、
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
止
ま
な
い

良
い
経
験
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す

3
年
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
追
い
駆
け
る
生
活
を
し
、
付
回

校
総
体
が
終
わ
り
他
校
の
選
手
は
進
学
の
た
め
に
引
退
し
ま
す

が
、
私
通
の
メ
ン
バ
ー
は
選
手
権
ま
で
現
役
を
続
け
る
こ
と
が
‖

来
た
の
も
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
だ
と
今
も
‖
心
っ

て
い
ま
す
▼

卒
業
後
は
家
業
を
継
い
で
し
ま
い
、
世
間
知
ら
ず
で
過
ご
し
て

来
ま
し
た
が
、
社
長
で
あ
る
父
か
ら
の
命
で
「
地
域
の
こ
と
は
稲
梓

的
に
関
わ
れ
」
と
：
＝
わ
れ
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
　
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
た
め
に
働
け
る
存
在
で
在
り
続
け
た
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
■

長
野
県
蘇
南
高
校
教
諭

小
井
土
　
政
範
亭
成
1
4
・
電
気
科
〉

』
r
　
上
田
市
議
会
議
員

金
子
　
和
夫
（
昭
和
5
7
・
建
築
科
）

私
が
在
学
中
で
一
番
の
想
い
出
は

サ
ッ
カ
ー
桃
に
入
部
し
て
過
ご
し
た
事
で
す
。
飛
行
場
の
名
残
を

感
じ
る
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
テ
ニ
ス
・
陸
上
・
女
子
ソ
フ
ト
・
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
が
各
々
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
出
来
る
こ
と
に
脛
い
た

も
の
で
し
た
、

同
期
に
は
塩
川
中
学
で
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
ベ
ス
ト
イ

レ
ブ
ン
の
大
半
が
屠
り
ま
し
た
の
で
、
練
習
に
付
い
て
行
く
の
が

や
っ
と
で
し
た
し
、
私
通
の
一
学
年
先
輩
は
4
名
し
か
屠
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
1
年
か
ら
3
年
ま
で
が
他
校
と
違
い
先
弗
と
H

じ
練
習
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
後
に
社
会
に
出
て
か
ら
の

私
は
当
時
、
明
確
な
夢
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
　
た
だ
漠
然
と
「
将
来
は
工
業
に
関
す
る
什
串
を

し
た
い
な
～
理
山
は
上
手
く
、
．
‖
え
な
い
け
ど
…
」
と
考
え
て
い
る

だ
け
で
し
た
〟
　
し
か
し
、
抑
任
の
坂
下
政
光
先
生
に
「
夢
は
漠
眈
…
と

し
て
て
も
良
い
れ
　
で
も
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
達
成
で
き
る
の
か

を
考
え
て
、
常
に
小
さ
な
目
標
を
設
定
し
て
少
し
ず
つ
前
進
し
て

い
こ
う
Ⅳ
　
そ
う
す
れ
ば
い
つ
か
迫
が
見
え
て
く
る
よ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
～
1
1
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
「
　
そ

れ
が
私
の
場
合
は
資
格
検
定
を
取
る
こ
と
で
し
た

将
来
の
夢
が
定
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
検
定

を
受
け
、
面
白
い
と
感
じ
た
も
の
は
2
級
・
1
級
と
ラ
ン
ク
を
上

げ
て
い
き
ま
し
た
「
　
ま
た
、
同
級
生
と
共
に
電
矢
工
串
の
全
同
大

会
に
も
山
域
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
、
▲
迷
い
悩
む
か
ら
こ
そ
何

に
で
も
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
一
共
に
学
ぶ
何
級

生
と
勉
強
を
教
え
合
う
う
ち
に
、
私
の
夢
は
「
大
学
へ
進
学
し
、
先

生
に
な
る
」
と
い
う
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
■
■

現
在
は
長
野
県
許
南
高
校
に
勤
務
し
、
t
業
科
の
教
口
と
し
て

夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
「
　
夢
へ
の
最
短
ル
ー
ト
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
h
‖
両
校
生
活
で
の
机
み
重
ね
と

し
て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
一
ノ
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・サ・r　上田ヰ也鳥埠何食倉　‾‾r

r　　醐i錮会式

6月15日には各自治会の代芸者参加の

もと、神村支那発会式か行われました

100周年記念事業に向けて

助走展第4回
開催いたしました

6月15［川＝lト21日H〕

元気でいる今日の喜びを

発表し合いました。

∴、、雲∴．∴
竺ぜ聖霊：正三こい

支
部
活
動
の
取
り
組
み

同
窓
会
活
動
は
本
会
の
活
動
と
共
に
支
部
活
動
か
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

支
部
活
動
は
、
企
業
支
那
と
地
域
支
部
か
活
動
し
て
い

ま
す
　
そ
れ
そ
れ
代
議
員
（
支
部
代
表
者
）
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す

支
部
活
動
て
は
関
東
支
部
を
は
し
め
、
上
巳
市
内
に
2
3

支
那
、
上
田
市
近
隣
に
6
支
部
か
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

支
那
活
動
て
は
周
年
事
業
（
8
0
周
年
・
9
0
周
年
一
に
お

い
て
募
金
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
　
8
0
周
年
の
折
に
は
市
内
1
8
支
部
か
、
9
0
周
年
の

折
に
は
1
5
支
部
か
積
極
的
に
取
り
組
ん
て
頂
き
ま
し
た
、

今
回
、
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
活
性
化
し

た
地
域
支
那
の
活
動
を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す

八
神
科
支
部
の
再
編
の
取
り
組
み
）

神
科
地
区
は
上
田
市
の
東
北
部
に
位
置
し
、
上
信
越

自
動
車
道
の
上
田
膏
平
に
を
要
し
、
1
6
自
治
会
の
中
に

1
2
0
0
名
の
唇
賓
生
を
抱
え
る
上
匠
の
重
要
地
域
て
す

8
0
周
年
て
は
活
発
な
活
動
か
さ
れ
ま
し
た
か
、
9
0
周
年

て
は
活
動
か
出
来
ま
せ
ん
て
し
た
　
「
1
0
0
周
年
に
向

け
て
支
部
の
」
些
て
直
し
を
」
と
、
六
日
秀
一
さ
ん
へ
前
同
窓

会
長
「
丸
山
正
明
さ
ん
l
同
窓
会
理
事
】
ら
6
名
か
神
村
支

那
設
立
発
起
人
と
な
り
、
神
村
支
那
の
再
編
か
行
わ
れ
ま

し
た

全
日
制
教
頭
高
嶋
邦
夫

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
発
展
の
た
め
に
、
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
一
．
ゝ

今
年
鑑
、
4
月
に
2
8
2
名
の
新
入
生
と

2
4
名
の
新
任
職
員
を
迎
え
、
新
学
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
落
ち
着
い

た
学
生
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
一
昨
年
運

動
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、
1
2
ク
ラ
ブ
が
県

大
会
へ
出
場
し
、
3
ク
ラ
ブ
が
北
信
越
に
出

場
い
た
し
ま
し
た
「
　
ま
た
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
活
躍
を
し
て
お
り
ま

す
　
硬
式
野
球
部
は
昨
年
度
、
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会
長
野
大
会
に
お
き
ま
し

て
ベ
ス
ト
8
と
健
闘
い
た
し
ま
し
た
　
今
年

度
も
、
運
動
・
文
化
ク
ラ
ブ
と
も
に
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

専
門
高
校
の
特
色
を
生
か
し
た
連
携
事
業

と
し
ま
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
実

施
し
て
い
ま
す
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、
地

元
中
学
校
と
の
　
「
中
高
交
流
」
、
長
野
放
送

で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
「
け
ん
こ
う
未
来
食

堂
」
、
企
業
か
ら
出
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

取
り
組
む
「
ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ
」
な
ど
、
数

多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
■

今
後
も
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
生
徒
の
活
躍
に
際
し
ま
し
て
、
ご
支

授
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

｛
轟
利
教
頭
　
鈴
木
遺
徳

定
時
制
機
械
科
で
は
4
月
に
6
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
生
徒
3
5
名
、
職
‖
1
0
名
で
新
し

い
年
度
を
迎
え
ま
し
た
「
　
お
か
げ
さ
ま
で
、

生
徒
全
体
が
落
ち
椚
い
た
小
竹
閃
気
の
中
で
、

毎
日
の
学
習
や
実
由
∵
行
車
に
参
加
し
て
い

ま
す最
上
級
生
の
4
年
生
は
今
年
度
1
3
名
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
生
徒
会
役
目
が
全
校
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
東
信
定
適
体
育

大
会
　
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
に
登
録
…
5
月
2
4
日
実
施
）
　
の
参

加
や
、
春
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
　
（
6
月
4
H
実

施
）
、
定
時
制
生
徒
総
会
　
（
6
月
1
3
日
実
施
）

な
ど
様
々
な
行
車
の
準
備
に
机
締
約
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
■

特
に
今
年
重
点
取
り
組
み
と
し
て
、
生
徒

の
就
労
支
接
を
全
職
員
で
行
い
ま
す
【
ま
た
、

社
会
的
自
立
を
目
指
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
充
実
さ
せ
、
校
外
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
講
演

会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
け
ん
こ
う
未
来
食
堂
」

食

物

栄

養

科

　

鷲

見

　

克

江

食
物
栄
養
科
で
は
N
B
S
長
野
放
送
と
共
催

で
「
け
ん
こ
う
未
来
食
堂
」
を
開
店
し
て
い
ま

す
÷
生
徒
が
チ
ー
ム
を
租
み
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と

に
指
定
さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
機
嫌
レ
シ
ピ
を

考
え
、
食
堂
を
聞
く
と
い
う
企
画
で
す
■
　
指
定

食
材
は
シ
ー
ズ
ン
Ⅰ
り
ん
ご
、
Ⅱ
上
田
の
地
鶏

で
あ
る
真
田
丸
、
Ⅲ
太
郎
ポ
ー
ク
で
し
た
　
高

校
生
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
レ
シ

ピ
は
大
好
評
で
、
す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
ー
食

堂
は
日
二
二
回
の
ペ
ー
ス
で
松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ

ン
を
お
借
り
し
て
開
店
し
て
い
ま
す
　
Ⅳ
は
夢

街
道
フ
ェ
ス
タ
で
弁
当
販
売
を
行
い
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
応
接
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ま
た
未
来
食
堂
の
様
子
は
、
毎
週
土
曜
日
午

前
9
時
5
5
分
～
「
ほ
ほ
え
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
N
B

S
番
組
内
で
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

そ
ち
ら
も
ご
覧
下
さ
い

同
窓
会

の
皆
様
に

は
、
今
後

も
一
層
の

ご
支
援
を

お
聯
い
い

た

　

し

　

ま

す
t
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経済状況も緩やかな
上昇機運か見える昨

今ですか、高校生の

就職状況は依然厳し
いのか現実です。高卒で就職して

3年以内で5割以上の生徒か、離

職してしまう現状は非常に寂しく、

生徒達の卒業時までのきめ細かい

指導に心かけているものの一人と
しては寂しい思いをいたしますU

ヒ田下曲高等学校同窓会報 2014年（平成26年）7月10日［6］

多くの大学・短大・専門学校等では、共に入　　　　　　　雇用状況、変化はさきに述

学生の確保に力を注ぎ、入試体系・学部学　　　　　　　べましたか、就職戦線は

科の改変等で様々な工夫を凝らし、結果的　　　　　　　もうゆえに始まっていま

に門戸か広がってきています　このような　　　　　　　すこ高校時代に学ひ得る事

状況下で進学という高い買い物をするわけですから、憤　柄を武器に生かしたいものてす．地区懇

重な学校選びか当然必要不可欠になってくるわけです＿　　談会か最盛時には、今年度の様子か判明
1基礎学力の定着から、入学試弓削こ向けての学習の深化へ　し、良い結果かお伝えできれは良いと考

享志望校・学部の早期の研究
う推薦入試等を利用する生徒か多い

寧体験入学、オープンキャンパスの積極的な参加
・享学費や生活費と家庭の経済状況

■■暮、労■意杜の形成

手高卒者の早期離職率の高さ　妻面接試験、種類審査の基準　3教科の成績、諸活動、出席状況、

取得責格・行動力、企画力、指導力、協調性、フラス思考、明るさ等まさに「より良い人材【が望まれる

卓日頃からの生活の大切き

公務員も年々志望倍率か上昇、厳しい現実、計画的な取組みによる実欲の向上か不可欠である」

口4年制大学　25名
【平成25年度　進路状況（抜粋）】

愛知工業大字 �"�神奈川工科大字 ���金沢工業大学 澱�

健康科学大学 ���埼玉工業大学 ���相模女子大字 ���

諏訪東京理科大学 ���多摩美術大学 ���千菓工業大字 ���

東海大学 ���東京国際大学 ���棄京福祉大字 ���

東洋大学 ���長野大学 釘�日本工業大字 �"�

□短期大学　21名

上田女子短期大学 途�大月短期大学 �1 ��I�(����短期大学 ���

高山自動車短期大学 �"�長野県 佻9�X鬚�1 �+ynﾈ����朋大学 釘�

松本短期大学 �2�武蔵丘 弍ｩ�X鬚�1 伜)�ｨｧx������期大学 ���

□専門・各種学校50名

ESPミュージックアカデミー ���HAL東京 ���上田看護専門学校 ���

上田情報ビジネス専門学校 ����上田福祉敬愛学院 ���エプソン情報科学専門学校 ���

太田自動車大学校 ���大原スポーツ公務員専門学校 �"�北里大学保健衛生専門学校 ���

群馬自動車大学校 迭�小諸看護専門学校 �2�長野調理製菓専門学校 �"�

長野理容美容専門学校 �2�にいがた製菓・調理師専門学校えぷろん ���日本ウェルネス歯科衛生専門学校 ���

日本外匡ほ吾専門学校 ���日本工学院専門学校 �"�日本工学院八王子専門学校 釘�

日本美容専門学校 ���華調理製菓専門学校 ���北陸食育フートカレツシ �"�

松本医療福祉専門学校 佐久総合病院看護専門学校 �����未来ビシネスカレツシ ���信州上田医療センター付属看護学校 �"�

⊂企業・事業所名98名

KYB一⊂ADA⊂株式会社

小県精密株式会社
株式会社荻原館

株式会社食品流通システム

株式会社タイヨーエンシ二ヤ

シナノケンシ株式会社

チャコット株式会社

東京特殊電線株式会社

日表プラハレット株式会社

まるこ歯科クリニック

有限会社B＆L
一服財団法人中部電気保安協会

株式会社三マキ工ンシニアリンク

株式会社城南製作所

株式会社八光笹屋ホテル

三菱電機ヒルテクノサーヒス株式会社関越支社

寿製薬株式会社

積和建設信州株式会社

中部電力株式会社長野支店

東日本電気工ンシニアリンク株式会社

日置電機株式会社

有限会社花梨

有限会社森澤廷業

株式会社エテイオン

株式会社テルトラウム

株式会社長野精工

Palre⊂heveux

カネテック株式会社

株式会社上山田ホテル

株式会社新津組

小山廷吏

新光電気工業株式会社

チヨタエレクトリック株式会社

長野オートメーション株式会社
フレックスシャパン株式会社

ミヤリサン製薬株式会社

有限会社井出電気土木

株式会社ナカヤマ

株式会社ロヒ二ア

株式会社石原産業

株式会社林工務店

社会福祉法人　坂城福祉会

上田日本無線株式会社

千曲建設工業株式会社

長野計器株式会社

日軽松尾様式会社

日本ブラパレット株式会社

有限会社ヒータース
三ネヘア珠式会社　軽井沢工場

株式会社カワへ工業

株式会社テンセン

アート金属工業株式会社

株式会社イテタ製作所
株式会社コートー

株式会社長野道路

自衛隊

ちくま農業協同組合
ティモータ

長野県職員　電気

丸子小諸電気株式会社

ヤマト運輸株式会社　長野主管支店

リフォームワン株式会社

株式会社プリンスホテル

株式会社幸和建設

株式会社長野三洋化成

京王電鉄株式会社

社会福祉法人　上田しいのみ会

清水建設株式会社関東支店

真田KOA業株式会社

棄御電気株式会社

日信工業株式会社

豊上製棄株式会社

有限会社高橋製作所

株式会社アルホリック

株式会社テリクノウちくま

株式会社トーエネック長野支店
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（会報発行か1か月早くなりましたので、乗信大会の結果のみになっています）

→　　円運動班

訂刑

厘＿＿う

●野球班

棄信大会　野沢商戦勝利

佐久長聖戦敗北

●男子ハレーボール班

ベスト8

●女子ハレーポール班

上田東戦敗北

●卓球班

敗北

●陸上競技班

男子4×100mリレー

／飯島・福山・須崎・龍野6位

男子八種／飯島6位

男子走り高跳び／4位

男子100m／箱山8位

男子砲丸投げ／北村8位

女子100mハードル／青木7位

女子走り高跳び／青木7位

●男子バスケットボール班
ベスト5

●女子バスケットボール班

岩村田戦敗北

●柔道班

66kg／小川2位・高木8位

73kg／遠藤1位、土屋5位、山浦8位

81kg／佐藤3位

90kg／大江2位、徳竹6位

100kg／水村3位、中村4位

100kg超／新田1位、寺島6位

●男子ソフトテニス班

団体／5位

個人／山本・松浦優勝、鈴木・米沢ベスト8

●女子ソフトテニス班

団体／敗北
個人／淵田・野村ベスト8位

●剣道班

男子団体／6位、女子団体／4位

●サッカー班

臼田戦／勝利、上田西戦／敗北

●弓道班

男子団体／3位、女子団体／1位

男子個人／倉島1位、塚田2位、今井3位

女子個人／宮原4位

●バドミントン班

男子団体／2位

男子個人

シングルス／高木8位、櫻井8位

ダブルス／櫻井・水澤ペア2位

女子団体／3位

女子個人

シングルス／開8位・芹澤8位

ダブルス／芹澤・西村ペア3位、

閏・竹澤ペア3位

●ハンドボール班
ベスト5

文化班

●電気班
●平日　ロボコン競技の一つ「マイコンカー

ラリー」に出場する自立走行型ロボット自

動車の研究・製作

第28号

●ジャハンマイコンカーラリー北信越大会ト

，二二：冒，。ぎ誓デブ三二芸ミ欝毘N’一
等の大会に向けて精鋭製作中。．
●千曲祭、上田創造館、工作教室等各種イベン　こ長芋．

トに出展・発表・参加予定。

●機械班

●基本日曜日以外　ロボコン競技の一つ

「キャリーロボット」に出場するリモコン操

作・自立走行型ロボットの研究・製作
●大会近日は毎日　ROBO〔ONIN信州（10

月）に向けて鋭意製作中。昨年はアイデア

賞に留まった。全国出場を目指す。
●千曲祭、上田創造館等各種イベントに出展・

発表・参カロ予定。

●美術用
●平日　千曲高校100周年記念作品展第4回

助走展出品のための作品制作
●千曲祭作品発表のための制作

●上中高校美術班作品展のための制作

●茶道班
●金曜日　東信音楽祭（5月31日）、千曲祭（7

月）に向けて、呈茶・点前の練習

●家庭（食物）班
●4月　焼き菓子作り

●5月　アイシング、シュガークラフトの棟習

●吹奏楽
●5月18日　干曲町いきいき交流会

依頼演奏参加

●演劇班
●3月21日　東信演劇連盟春季交流発表会

＿つあんはっひ－★ば－すDAYJ

吉野由理香／作（御代田あつもリホール）

●4月28日　校内自主公演フ青鬼二

（本校小会議室）
●5月10日、11日

演劇講習会、舞台技術講習、演技講習

（ホクト文化ホール）

●千曲祭　珊01成井豊／作（予定）

●9月13日、14日

東信地区高等学校演劇連盟合同発表会参加

（予定）

●濡画地
●漫画甲子園、文化祭に向けて頑張っている。

新入生か加入してきて班活に作品制作に取

り組んでいる二

「電撃

●∴⊥

●ボランティア班
●平日　千曲祭にて、カンボジア井戸寄贈支l

接のための募金活動およびカンボジアにつ几

いての研究発表

●ただし校外ボランティアは休日

●地域の高齢者・障害者施設でのボランティ

ア活動予定
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同蒼会買■「二諦郡等酢（写〉摩■・．空を慕豊

同窓会員の高校時代の思い出（4P）を設けております＿

来年度も引き続き企画する予定です。
推薦して頂ける方がいらっしゃいましたら、

事務局までご連絡ください。
これからも身近な情報を掲載したいと思っています。

箇所変更臆等・いて

住所の変更等がありましたらご連絡ください。

TEL：0268－22－7070（代表）

FAX：0268－23－5370

司朝会につして

同期会等を開く予定の幹事さんは、
事務局へご一報ください。

長野県上田千曲高等学校

創立100周年妃念娃編纂垂員会からのお願い

上田千曲高校は、平成29年100周年を迎えます。
これにあわせ、「上田千曲高校100年誌」（仮称）を刊

行することになりました。
つきましては、写真・資料・思い出などの提供な
らびに記念誌へのこ意見・ご要望・情報などをお寄
せ頂きたくお願い申し上げます。

［送り先・連絡先］〒386－8585長野県上田市中之条626

長野県上田千曲高等学校内　同窓会事務局記念誌係

TEL・FAX O268－26－2898

上田千曲高校同窓会ホームページ
これからも暫時更新し、新しい情報をお届

けしていきますので是非ご覧ください。

http：／／www13．ueda．ne．jpru（d90／jndex．htmJ’

≡…三㍉三三二三㌦
力を宜しくお願い申し上げます。

広報部長　春原　宗明

今年度の会報より3年間を創立100周年にむけて
の「記念特集号」として編集をおこなってまいります
ので、こ協力の方宜しくお願い致します。尚、会報

第28号を発刊にあたり、多くの万々より原稿をいた
だきました。ありがとうございました。．

記念特集としてこ意見や情報をいたたけましたら

幸いです。
担当　小林　昭仁

平成25年度　上田干曲高等学校同窓会決算報告雷

‖112511

≪一般会計の部≫　　　　圭‖2633】

1．総　†．モ　　収　入　　総　勧　6．821．3561リ

‖∵∴：嵩鵠・・・
2．収　入　　　　　　　　　　　　　り、馴†，，・lJ　川は川二二り1－る凍

項　11 價lち‡軌 ��土管‡軌 儂Hｧ)�ﾘﾋ��摘　　要 

lJ川三度維趣金 � ��．717．168 ��� 

．1ほ会三川射Ji ��2．〔伽．∝旧 �� ��1．（削＝り肌Jでも勅 

人　余　　念 ��2．胱吼0Ⅲ） ��郎叩．αM �?�璽���C�����｢�289名×10．∝旧 

総　会・会・彗 �300．0肌） �#sh�C�;��｢��?��ц�D8ﾟﾈ�ﾂ�3．〔仰）一・一人 

維　収　入 �200 �33����3��打l金利．臼．など 

合　．il � ���� 

3．友　川　　　　　　　　　　　　1用・■－llJ　川：土用．二り十る減

力■i　I � 畑ﾔ乖"�法号‡執 儂B�増減 �4X����wb�

総 伜������s���H�Xｸﾂ� ��18．402 ��甘緑常 

′ヽ ヱi 伜��鉄��H�ｹJr�56．脚7 塗�C涛r�做ｸ*"� 

奨　J 仞���#���GE虻ﾂ�・16．000 �?��X�ﾃ��H�價���*�� �:��ﾈ���

助　成　　金 剴S���C���� �(�Cx�｣����*�� ��

旅　　　　珊 剴�S��H�ｴ��"�103．300 ��派u｢� ��

車　務　理 剪� ���� 

入会金返金 剴��210．〔仰） �#���H�ｸｼ(�｢���一分 

友i’；1日関係曹 剴S��GE虻ﾂ�5．955 ����

曝　・ �ｨﾞﾂ��3���H�ｸｼ(�｢�30」，690 ��S�ｦ儉2���

／巨徒指・増澤 剴c��H�ｸﾟﾂ�60．000 ����*�6ﾘ-b�

か　画i●ilニ　′柁 剴�S��H�ｸ帚�75．336 �?�x�c��Cch�S����

会裡危行珊 剴(�CS���H��?�ｼ(�｢�ヱ365，182 ��ｳ�8�ｳ��C������

雪沌ふJJ 儼����用 �����H���X�｢�92．830 �+�x�C�s����

会J■l 箸�ﾂ�珊 店�H�ｴｹL2�2．（仰 ��8�ｳ8�C�uﾈ�｢���

】；　備　理 劔?｣�(�C3c��0 ����

／ヽ lJ　l � 塗ﾈ��x�C3c�� �?�璽��CS塗�C#c"���

26年度同窓会ゴルフコンペ開催

のお知らせ

■一一二／平成26年10月26日（日）

AM8時30分集合・AM9時08分スタート

■■　－／浅間高原カントリー倶楽部

長野県東御市和6411TEL．0268－64－4211
「l　　－　／10．500円（食事代込み）

1÷∴／3．000円（パーティ舞込み）

プレー終了後ゴルフ場

にて行います。

上田千曲高校同窓会事務局

●　TEL／FAX．0268－26－2898

火・金は10：00～15：00TEL対応可

（上記以外は、FAXをお願いします）

㈱スター商会（堀田社長）
TEL．0268－35－0246　FAX．0268－35－0684

E－Mail：uedastar＠mSb．biglobe．nejp

′・ソ平成26年10月3日（金）

■

お一人様あるいは御仲間での組み合わせも可能です。

蓑定員は60名とさせて頂きますのでお早めにお申し

込みをお願いします。
蕪宿泊を希望する方には宿泊施設のご紹介もいたします。

（1ケ月前に申し込みをしてください）


